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大日本耳鼻咽喉科會北陸地方會第52回集會記事

期日 昭和15年12月15日 於 金澤特科大門耳鼻咽喉科門門室

種 村龍 夫 編

1）手二三字典の造り方

                  鈴  木

 演者は自己の考案による手眞似字典の造り方に就き

論じたり．部ち簡軍なる圖形と使用する手指を数字を

以て表し，略k完全に之を圖示する事を得るとし，其

忠  光

町十例に就き一一k實際と其記號に就き封繕し實演せ

り．

2） 耳鼻咽喉科臨床を訪れたる患者の飲酒喫煙に關する調査

                  齋   藤

                  雫  田

 酒煙草は嗜好品として廣く世入一般に嗜まれて居る

ものなり．是に依って招來する入類の保健衛生延いて

は子孫に及ぼす影響其他歓酒喫煙の聴器上氣道に及ぼ

す影響等は既に種々臨床約並びに實験的に報告された

り．

 余等ほ我耳鼻咽喉科臨床を訪れたる成入患者に就き

駆頭疾患

   進

秀  雄

飲酒喫煙患者と非飲酒喫煙患者との我科領域疾患に關

する罹患率並に各疾患に封ずる罹患率につき調査せる

に次の如き数字を得たり．

  検査入員 男子324名，女子257名，

 内女子は僅かに3名（咽頭2，喉頭1）の飲酒喫煙者

を見たるにすぎざれば之は本統計より除外せり．
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 以上の数字を観察するに歓酒喫煙と我科領域疾患と

の間には目下の観察範圃に於ては著明なる意義を認め

難し．

 余等は更に症例を加へ爾者の關係に就き検討を加へ

んとするものなり．
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追 加

豊  田

 我科領域に於ける喫煙歓酒の問題は興味あることで

ある．喫煙による罪科領域に於ける直接の影響は暫く

措き，喫煙者の唾液申に含まれる「ロダン」加里は非喫

煙者のそれに比し著しく大量であることはかって石川

外科敢室に於て關川氏の實験された所である．面この

「ロダン」璽に塵酸を加ふる時，その唾液，胃液は「チ

フス」菌，大腸菌等に封し強力な殺菌力を有すること

は本誌細菌學正室に於て桝井氏の實瞼により明かにせ

られてるる．自Pち喫煙は局所に封ずる直接の作用のみ

ならず，化學的影響も考へられ，我科領域に捨ても更

に精細に梅索を行ったならば，各種疾患との間にも興

味ある結果は得られはしないだらうか．又飲酒に就て

は我領域に於て聴器疾患と關係ありとせられる．私は

文  一

かつて聾唖児の研究に當り，その爾親の畝酒と聾唖護

生との関係に就き楡索する所があった．その際先天性

聾唖の父の常習酒客の比率は後天性聾唖の父に比し著

しく高率であった．師ち先天性聾唖の護生にその爾親

の畝酒と關係あることを知った．此の如き事實は内外

の文獄にも記載されてある．叉實験的に久しく飲酒せ

しめたる鼠の子孫は化骨性内耳炎を有するもの多数あ

ることが謹明せられ，之より耳硬化症，或は原因不明

なる内耳疾患と飲酒，殊に数代連纏せる歓酒とは何等

かの關係はないかと考へてるる學者もある．部ち飲酒

も亦我科領域疾患，殊に聴器と密接な關係がある標に

考へられ，更に詳細なる検索を期待する．

3）サルバルサン．アグラヌ1・チトーゼ治験例

渡

 患者は22歳男子，サルバルサン注射後4日にして三

熱，ロ内疹痛，口臭，流誕等を圭訴として來院せるも

のにして，之が治療に依り完全に治癒せしめ得たり．

邊 孝

省演者はサルバルサン，アグラヌロチトーゼの一般論

に就き述べ，今後如何にして騙徽療法を綾行すべきか

を考究中なり（自抄）．

追 加

宮  田 島  一・

28歳の婦人に於ける本症の脛験例を追加す．

4）盤面領域異物の統計的観察（其の1）

宮 田

 （イ） 外聴道異物

 （ロ）鼻腔異物

 昭和3年9，月より昭和15年ユ0月に至る約12年間に於

ける余の経瞼せる我科領域の異物症例絡数205例中，

暎  一一

先づ蠣蕊萱異物69例及び鼻腔異物34例に干て患側，性

別，年齢別，種類野並に季節等の写照等を表示し，一

二の知見を附言せり．詳細ほ原著として護表すべし．
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5）鼻醜形と其整形

松  田

進  宅

 3歳の女兇にみられたる先天性の鼻醜声にして，外

鼻被覆軟部組織の異常出鉱によるもので俗にいふ團子

龍  一

軸  雄

馬の一層著明なものである．整形前及び後の爲眞を供

覧した．

6）小見に於ける上顎洞性後鼻孔鼻茸の2例

種

齋

村  龍  夫

 藤    進

 上顎洞性後鼻孔鼻茸に於ける諸家の症例は年齢的に

其殆んど絡ては肚年期，青少年期に現はれたるものに

して10歳以下の小児に見られたる症例は極めて勘し．

余等は最近8歳並に9歳の男児に見られたる定型的本

症の症例を経験したり．本疾患の研究し藍されたる今

日柳か陳腐の事に属すと難も敢て報告する庭なり．

 第1例 8歳の男児．來院約10ケ，月前より右側鼻

閉，鼻漏アリ．訳第に壇悪し，昨今に於ては右側鼻呼

吸は全く不可能となれり．

 検するに右側鼻腔深部は膠様白色なる鼻茸を以て充

され，申鼻面に鼻茸董を謹明す．右側後鼻孔は鼻茸を

以て充満さる．上顎洞を開き漏するに鼻茸董は洞後下

壁粘膜隆起より護生せるを確め，洞粘膜，鼻茸董，後

鼻孔鼻茸の全蓮鎖を損傷する事なく抽出し得たり．

 第2例 9歳の男児．來院6ケ月位前より左側鼻閉

鼻漏あり．

 検するに左側鼻腔深部に鼻茸様物質あり．中婦道に

帯心白色の鼻茸董を見る．左側後鼻孔は鼻茸を以て充

さる．上顎洞を開くに董は洞の側上壁粘膜鎌壁より襲

生せるを証したる後第1例と同じく洞粘膜，董，後鼻

孔鼻茸の全連鎖系統を抽出せり．

 共に上顎洞は著しく鑛記し，旗開ロは示指頭大並に

小指頭大にして洞粘膜は強度に腫脹せり（精細は近く

耳鼻咽喉科臨床に記載）．

7）珍しき鼻腔腫瘍の一一例

松  由  龍

太 田 外 茂 次

 患者は39歳の男．約1年牛前より鼻出血を生じ，其

後に至りて鼻閉塞加はり，数次鼻内手術を受けたるも

一時的には自畳症候の多少輕減するをみるも，間もな

く再び薔に復し更に治に赴かずといふものにつき其経

過，治療につき述べたり．詳細は原著として護表の豫

定．伺本症例は爾後の精検により黒色肉腫と蜥ぜらる

べきものなる事を知りたり．

8） 口腔粘膜並に眼瞼眼球結膜に獲生せる多型滲出性紅斑の一例

小  町 清  吉

 由來ロ腔は其の生理上，食餌，嗜好物撮取警語等を

螢む關係上，Pt・eeの外來刺戟に遭遇する機會多く，各

腫の疾患に謝し常に侵襲の危険に曝さるXこと屡々な

り．所謂皮膚疾患に於てもロ腔及舌粘膜の侵さるIShこ
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と勘しとせず．

 演者は18歳の男子にて爾側頬部粘膜，舌，咽頭，口

蓋，眼瞼：，眼球結膜に嚢生し，皮膚護疹は認めざる，

多型滲出性紅斑の1例を経験せるを以て報告し，而し

て其の原因，粘膜に襲生せる該疾患の統計，鑑別診断

等を簡下せり．（自抄）

9） 「アフタ」性口内炎に件ひたる急性披裂七言關節「ロイマチスムス」

豊  田

 飲食店を業とする35歳の男子，数日前より嚥下時に

喉頭部の激痛あり，ロ内樋痛も俘ひ，加ふるに顎嘉節

の腫脹疹痛あり。爲に牙關緊急存在す．食物撮取困難

ありて全身倦怠感あり．ロ腔内を面するに「アフター性

ロ内炎の所見なり．左顎關節は中等度に腫脹墜痛を示

す．喉頭所見は右側披裂環賦關節部は張く浮腫状に腫

脹し，蒼白の感あり．同圓の假聲帯，聲幣は輕度に叢

赤し，聲帯の運動は僅かに妨げらる．左側に著攣を見

ず．昔聲は輕度の噺榎を帯ぶ．尚右第2趾に数日前よ

：文  一・

り瘍痛ありと訴ふ．部ち顎關節，披裂環欣關節，趾關

節は一聯の關係を有する「ロィマチスムス」性のものな

りと推定し，而もその原因は「アフタ」性口内炎にあり

とし，爾者に封ずる治療を行ひ数日にして快癒せしめ

たり．街演者は近時唱道せられるFoca1一一infectionに

就き鰯れ，本症例は口腔内に一…一AつのFOcuSを有し，そ

の影響が身膣の二≡三關節に「ロイマチス」性の病攣を惹

起せしめたものであらうと述べた．

質 問  追  加

点  田 龍  一

10）我教室最近10年間に於ける歯牙嚢腫症例に就て

山  田

 金澤醤科大學耳鼻咽喉科學教室最近10年聞に入院手

術施行せる本疾患に就き考察し次の結果を得たり．部

ち歯牙嚢腫症例としては歯根嚢腫13例，濾胞性嚢腫2

例，膿瘍（歯根嚢腫？）1例，爾歯牙嚢腫，上顎嚢腫と

記載されたる2例及び3例にして合計20名21症例を議

せり．この5ち嶺根嚢腫13例に就き次の諸項に亙り考

察を加へたるに，

 性別 男7，女6，左右側別右側8，左側5，顎別

上顎13，下顎0，

 護病年齢 12巌未満1，20巌迄3，30歳迄3，40歳

迄3， 50歳迄3， 51歳以上0．

 原因歯房別 門es 2，犬es 2，小臼議1，大臼歯

5，智歯，過剰es O，門歯及び犬歯2，二野及び小臼

歯1の結果を得たり．

 爾歯牙の性状に就ては総て永久歯にして

  明に翻蝕を認めたるもの      6

文 雄

愚根部肉芽を以て被れたるもの

金冠装着

義歯装置

自然脱落せるもの

歯根切断檬のもの

病的攣事なきもの

患者の訴並に所見に就ては

1

1

1

1

1

2

 頬部腫脹9，頬部痙痛2（化膿性歯根嚢腫），硬口蓋

腫脹2，二二三三漏出3，覗力障碍1，外力作用3

（打撲1，上顎洞手術2），予言7（切開4，穿刺3），

慢性上顎洞炎6，Gerber氏隆起4，犬歯窩膨隆：叉は

頬嚢部腫脹8，洞及び鼻腔隔壁の攣化10，上顎洞厘i排

6，洞粘膜の攣化7（清湿なるもの3）等の結果を得，

此等の特質，意義に就て述べ交献症例の興味あるもの

を引用せり．

                  （自 抄）
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質

松  田

 本症に於ける鼻前庭の側壁叉は外壁の膨隆部ち所謂

ゲルベル氏隆起は嚢腫の護生部位及び其大きさに關係

するものであることは勿論であるが，それにしても本

問

龍  一

調査に於けるデルベル氏隆起の頻度がすくない標に考

へられるので尚一度精査が望ましい．

11）最近11ケ年間に於ける我臨床入院患者悪性腫瘍の統計的観察

開  獲

・・ｺ和5年1月1日より昭和15年7月31日に至る間の

入院患者中悪性腫瘍の診断をうけたる76名に就て，腫

瘍別，性別，年齢別，局所別及び病理組織別に分類し

統計的観察を行ひたり．師ち癌腫66（86・88％），肉腫

6（7・89％），内被細胞腫4（5・26％）にして，否均年齢

は癌腫157・2歳，肉腫43・7歳，内被細胞腫44・7歳を示

し，性別的には癌腫は男子に，内被細胞腫は女に多

く，局所別に翻れば上顎，喉頭，舌，ロ腔及び咽頭，

鼻腔及び食道の順に罹患率は減少す．病理組織學約に

忠  雄

は癌腫に於ては扁4s上皮癌：最も多く75・92％，腺細胞

癌14・8％，基底細胞癌9・2％，圓三二細胞癌1・9％を示

し，肉腫に干ては弓形細胞肉腫最も多く，内被細胞腫

は混合腫の如き形にて回るもの多し．

 癌腫は50－6C代に最も多く全蝿の約％を占め，職業

的に影響されると考へられるものは舌及び喉頭の癌腫

なり．主訴は上顎癌に於ては鼻閉，局所腫脹，喉頭癌

に於ては榎聲，舌癌に於ては疹痛がその尤たるものな

り．

12） リガ．フェーデ氏病の3症例

進

小

宅

町

 ①満1年4ケ月♀
 約2週間前，二二幣下部に約小指頭大の白苔を被へ

る腫瘍の存在せるを認む．二三は混合榮養を以て哺育

せられ，疹痛，哺乳に障碍なきものY如し．歯牙は上

門er 2本，下門es 3本にしてその縁端鋭利なり．切除

せる腫瘍は病理組織學約には増生を俘へる肉芽腫なり

き．

 ②満9ケ眉 6
 約2ヶ月前，舌下面に白斑の存する認め，哺乳に障

外  雄

清  吉

碍なきものΣ如し．二二は母乳二六にして下門歯2本

叢生せるを認む．病理組織學的には第1例と同様な
り，’

 ③瀟1年2ケ月6
 約1ケ月前より舌下面に白苔を俘へる腫瘍の存在せ

るを認む．母乳榮養にして下門歯2本護生せるを認

む．病理組織學的には第1例と同量．

 以上3例共，その護生原因として歯牙の刺戟による

ものとせり．

13）急性化膿性耳下腺炎に封ずる「ズルフォンアミド齊1」「プロズル」の局所的慮用の一沙塵

附．乳様突起手術創の緑膿菌感染に封ずる本剤の局所的鷹用経験

種  村  龍

「ズルフォンアミド」醐の局所的懸用は本剤の作用機

夫

韓研究の新しき分野を開拓すべきものにして，近來其
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研究は漸く隆盛を乱し，各方面に於て臨淋的に効果の

甚だ見るべきものあり．

 余は先に中耳炎に封ずる「ズルフォンアミド剃の局

所的療法に就き槍索を加へ注目すべき効果を畢げ得た

るは既に再三報告せる所にして目下尚引き綴きて研索

を重ねつ瓦あり．

 然れ赤本問題に減しては各方面に於て未だ試用疾患

の種類，藥劃の選撰並に其適用方法，使用時期等に封

しては未開拓のもの多く將來愈々三二を進むる要あ

り．

 余は最近急性化膿性耳下腺炎に封し，本劃の局所的

療法を試み，頗る見るべき効果を得たるを玖て一経瞼

に過ぎざるも敢て之を報告せんとす．使用せる藥剤は

para＿aminobenzol－sLilfon－natrium－aminにして市費名

「プロズル」注射液なり．

 患者は28歳の飲食店の妻女にして一院10日前某婦人

科病院に於て輪卵管妊娠の診鰍の下に開腹：術を施行さ

れたり．其治療中5日前より左側耳下腺部の腫脹を早

し，護熱領野を些し；欠第に増悪せりとて來院せり．

 面するに左側耳下腺部は急度に腫脹，張度の駆痛あ

り．該部に丸く駆を加ふるに，耳下腺管開口部より帯

黄白色の膿流出す．

 依て左側急性化膿性耳下腺炎の山田1の下に2日間保

存約療法を綾けたるも腫脹塘大せるを以て二部に切開

を加へ排膿を計ると共に，10％「プロズル」注射液の

ユOccmを耳下腺實質内数ケ所に注入し，本醐をひたし

たる綿紗を挿入せり．本療法を温くる事により頗る良

好に経過し，何等の障凝を遺す事なく短時日に全治せ

しむる事を得たり．

 附．余は乳檬突起手術創の緑膿菌感染を來したるも

のにi封し，10％の「プロズル」注射液をひたしたる綿紗

を郡内に「タンポン」挿入せるに，極めて良好に経過す

るを経瞼せり．

 線膿菌感染に封しては臨淋上屡・々因却する場合多き

現在一下試むべき一治療法なりと信ず．尚先に余は豊

田博士に塗し此治療法に就き申述べしに，其後野里の

症例に回し追試されしと聞く．此岸曾に其結果に就て

御報介与らば幸甚なり。

追 加

豊  田

 乳様突起繋開及び中耳根治手術の創面に緑膿菌感染

を配せる症例に於て「プロズル」注射液の塗布を行ひ良

好なる結果を得た数例を経押した．1例の如きは緑膿

菌感染数ケ月に鈍り，「プ一生ルゴール」，醐酸末，酷

丈  一

酸バンド液，光線療平等によりても効果を得られなか

ったが，「プロズル」使用により旬日にして良好なる肉

芽の埆生をみた．爾本藥齊1使用により肉芽の増生の障

碍される檬なことはなかった．

14） 急性化膿性薄煙腺炎症例

小  泉

 患者 11vaの男児 小点点，初診 昭和15年7，月26

日．家族歴既往症特記すべきもの無く，特に頸部の外

傷，頸部の腫帳せし事なし．現病歴 本年7月18日よ

り輕魔の腹庸咽頭庸ありt20日小學校より三宅後突如

40。Cの二二を俘ひ頭痛咽頭痛強き爲内科署を訪れ感

心兼扁桃腺炎と診臨さる．其後治療を受くるも38。乃

至40c Cの高熱持績し23日に到り頸部左側に痙痛腫脹

を高し頸部塵迫感緊張感を訴へ始め26日嚥下不能呼吸

困難を來せし故來院せり．

 來院時所見 髄澗38。・6C，脈榑160至，時々昏睡朕

態に陥り，眼前にて手動を辮ぜず，電燈の光を判別し

貞  介

得．瞳孔反射を鉄くも眼球突出無し．頭部は廻縛屈曲

運動不能にして右側に廻轄せる位置に固定さる．内臓

諸器官に著攣なし．赤血球451万，白血球27・000．

 耳鼻咽喉科的所見 咽頭粘膜は護赤し，ロ蓋扁桃腺

は爾側高温赤腫賑す．頸部は甲状腺左葉部を中心とし

上下に6・5cm，左右に4・5Cmの稽告諭牟なる不整形の

膨隆あり，晶晶強く，嚥下運動に際し僅に移動し皮膚

面に護赤あり．波動は著明ならず．

 経過並に手術所見 入銑同日頸部に長さ約5cmの縦

切開を加へ，筋を剥離し甲朕腺の二層の被膜を切開す

るに約15ccの濃厚なる膿汁を排出せり．甲賦腺峡部
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及高言下部は硬結せる腺組織にして，門葉上部は残存

せず．二二を行ひ，ゴム丁丁管を挿入す．膿汁よりは

蓮鎖状球菌三明．翌日燈温37。・5C，覗力は略k正常

となれり．第3日残存せりと考へし，甲状腺二葉下部

より約10ccの排膿あり，呼吸困難は去れり．第11日流

動食を撮回し，喉頭樵査を行ひ得るに到り左側反回神

経麻痺を俘ひたるを護見せり．45日にして左側反回神

経麻痺も治癒し，甲状腺脱落症状も來らず全治せり．

 本症例は健康なる二二腺に來れる急性化膿性炎症に

して，扁桃腺炎より血行を介して轄位性に來れるもの

と思惟す．

15）「ガソリン」臭による鼻「アレルギt・一・・」及び喘息

豊  田

 患者は43歳の履物商．水檬性鼻漏と交代性鼻閉塞と

を主訴としてみる．家系に於て腫瘍或は結核の素因を

認めない．叉喘息乃至は鼻「アレルギー」と思はれる素

因もない．この主訴たる水歯性鼻漏と交代性鼻閉は13

年前よりあり，毎年9月より11月にかけ起り，特に自

動’車の「ガソリン」排氣臭により忽ち護作性に水様鼻汁

が多量に流出し，其後数時間後には必護性に胸内苦悶

と嚢作性咳漱の定型的喘息が起ると云ってみる．鼻鏡

所見としては爾側鼻粘膜は蒼白色に浮腫状に可なり著

しく腫脹してみる．殊に下甲介に著明である．中隔は

文  一

左側へ強く攣曲してみる．少量の漿液性鼻汁を認め

る．咽頭粘膜は輕度に護赤してるる．内科的には氣管

枝喘息と診断されてるる．病歴及び局所々見より「ガ

ソリン」臭による鼻「アレルギー」及び喘息と診亡し，

鼻腔内の機械的刺戟を除去せんと考へ，鼻中隔有窓切

除術を行った．術後患者の鼻閉塞は非常に輕快し，喘

息性護作も最近は消失したと構してみる．本症例に於

ては實験的に「アレルゲン」の皮膚反懸を行ってみない

が，臨淋的に「ガソリン」臭が「アレルゲン」として働

き，「アレルギー」二二作を起したものと考へる．

16）「酢の素」誤嚥による食道狭窄の2例

豊  田

 第1例 2歳2ケ月の男児，約1ケ月牛以前に誤っ

て酢の素を呑んだ。家人の言によれば極めて少量であ

ったと云ってみる．當時嘔吐がしばらくあったが，放

置しておいた．然るに2週間程前から流動食以外の食

物は嚥下因難を起して嘔吐すると云ってみる．咽喉頭

に異常を認めない．食道直達鏡橡査により10cmの所

に於て食道後壁に自色の腫脹せる所があり，輕度の嚢

赤を示してみる．因って5・000倍「リバノール」液を服

用せしめ経過を襯察せる所1ケ月後には食這壁の腫脹

護赤二二し嚥下障碍も輕快した．

 第2例 19歳の男子，主訴 嚥下不能．患者は2歳

の二二の素を誤嚥し，それ丁丁食道狡窄あるものS如

く，食事は極めて少量づΣ食してみる．所が4日前枝

豆を隻した所その後食事の通過不能となり，流動物す

ら嚥下不能となった．2日前より胸部に疹痛を俘ひ，

頸部の腫脹及び三熱をも罪した．全身丁丁増悪し，遽

文  一

に私の手当を訪ねた．梅するに咽頭下塵は唾液にて充

満してみる．食道入口部は僅に護赤腫脹してみる．食

道直達鏡楡査を行った所，入口部直下に白き苔を有

し，著しく叢赤，少量の膿汁の排出せる所あり．更に

深部に入れば食道腔は鑛大してみるが，15cmの所で

下方は閉鎖されて簸痕性の狡窄を詔める．粘膜け護赤

腫脹著しい．異物の存在を認めない．膿温39。2C，白

血球数13・500，同性嗜好白血球88・5％，淋巴球8・0％，

大軍核球3・5％，以上の所見より搬痕性食道狡窄に食

道炎の合併せるものと診断し，「リンゲル」液，葡萄糖

翻注を以て榮養を保たせ，アゾ系色素等を以て炎症の

山裾を5ながし，頸部の冷器法を命じ，紹心安翻を命

じた．入院第2日目に熱は下降したが，嚥下不能，胃

痩形威の決心をしたが，第4日Rに流動物の微量の流

下を來した．其後食道鏡下に「ゾンデー」にて鑛証せる

所，約2週間後にけ綾病以前の朕態となった．
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17）臨 林裟談

吉 崎 欽 次 郎

 1）12歳の男児．本年11月 26日頃より顔色勝れず元

三なし．頭痛，護熱著しく輕度の耳痛あり．醤療を受

け服藥臥床せり．ユ2月1日初診．聴器に於て左側鼓膜

：甚だ輕度の護赤あり．封稽的療法を行ふ．

 2日橡するに左側鼓膜護赤，膨隆を認む．依て鼓膜

切開を漿めたるも行はず．翌日施行．其後更に右側申

耳炎を併護鼓膜切開施行す．以來治療を績けたるも良

好の轄録をとらず．家第に騰膜炎の症候を呈し終に死

亡せり．

 本例は其原護竈の何れかを疑ふも，恐らく何麗かに

化膿ありて敗血症の状態にて麟膜，申耳に感染したる

ものか．

 2）64歳の女．頑強の髄格．

 本甲以來焼網身特に腕の「シビレ」感あり．11月1日

突然に嚥下不能に陥り1滴の水も駅子し得ず。検する

に軟口蓋期中の像ある他咽喉頭に著攣なし．嚥下する

瞬間鼻腔に逆流す．

 2－3日の治療にて効なし．血液検査により徽毒反

鷹強陽性．11月14日より騙徽療法を始めたるに，17日

よ：り家第に癒下し得る標になり，20日より次第に輕快

し，次で治癒せり．

                  （種村抄）

18）満洲國覗察談

松  田 辺  一

金澤讐學會第168回例會

6月24日（火曜日）午後2時より金澤醤科大學法署學講義室に於て開會，其の演説…欠の如し・

1．ベンツピレンによる實駿的腫瘍の標本供覧

金澤署科大學病理學教室

宮   田    榮

河 崎 外 美 雄

 余等は催癌性炭水化物3：4ペンツピレンを使用

し動物實験中にして，既に得たる腫瘍の標本を供覧

す．

 實験動物は成熟せる白色廿日鼠にして，ベソツピ

レンのオリーブ油溶液毎回0．5ccを背部皮下に1週1

回注射す．溶液の濃度は種々なるものを使用し居れ

り．其の中0．5％溶液0．5cc注射後放置せるものは約

170日目に腫瘍を確認し，0・05％並に0・005％溶液9・5

cc宛1週1回注射，8回注射後放置せるものに於て，

第1回注射後105日乃至171日にして腫瘍を生じ182日

乃至約200日を以て死亡せり．生じたる腫瘍は組織声

明に概して紡錘形細胞肉腫様の像を呈す．但し1例に

於て（0・05％注射のもの）紡錘形細胞肉腫檬の像を呈す

るものと同時に相接して別に癌珠を有する類癌様の像

を呈する腫瘍を生じたるものあり．從來癌腫は該物質

皮膚塗布により生成するが常なるも，余等のものは皮

下注射によりて生じ，而も肉腫，癌腫爾種の攣化共在

するは興味あるものと思惟す．爾上記腫瘍は現在迄に

他臓器に於ける轄移を謹明し得ず．該組織は移植可能

にして，現在第2代目迄の移植成功し居れり．移植腫
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瘍組織像も略原組織と同様なり。

 爾同時に演者の以前に實験せる白鼠の同種腫瘍及そ

㊧組織培養標本をも供覧す．

（追 加

                   宮

 同時に供覧せる白鼠に於ける一ベンツピレン腫瘍は

以前にライプチッヒ大學内科學教室にて實瞼研究せし

ものにて，廿日鼠のものと大綬類似の組織像を画せ

 要 旨）

田    榮

  り．而してカレル氏瓶を用ゐで粗野培養を試みたる
            ク  に，第2代までの培養に成功せり．以後の培養ほ都合

  にて纒落し得ざりしものなり．

2．人酒化管申に於ける謄汁酸に就て

傷「血温入石肌療養所

日 置 陸 奥一夫

鈴  木  政  人

 本論に於て著者等は健康入に就きその十二指腸液を

採取し，所謂：B膿汁，乃ち入謄嚢謄汁中の非抱合性謄

汁酸をより三密に検討した．その結果Trioxycho】an－

sZaureたるCholsaureの量はDioxycholansliureの量に

相伯仲する事が立面せられ，同時にDioxy6holaf）sSure

たるDesoxychols5ureの量が同じくDioxycho】anstiure

：たるAnthropodesoxycholansliv reの量よりも決して多

からざることが知らるXに至った．

 之はCholsaureを圭膿とし， Desoxycholstiureの量之

に次ぐ牛謄汁に於けると著しく事情を異にする．

 著者等は更に此入謹生理に必要なるAnthropodes－

oxycho］snureを謄汁より巧みに製出する一方法を示し

た．（自抄）

        3．、結核の化學療法研究 （第6報）

3・6－Diamin・一10－methylacridiniumjodidの細菌護育抑制に關する特異性に就て

傷血温入石川療養所

中 源 作 太 郎

 本報告では先に結核性膿瘍創面に封し若干の治効作

用を呈すると記された3．6－D・amino－10－methylacri－

dipium－jodidに就てStaphylococcus albus， Strepto・

coccus hamolyticus， Bact pyocyaneus， Bact． coli， Bact．

typhi， Pneumococcus， Bac． tetani， Bac． welchii， Bac．

histolyticus， Bac． novyi， Raubchbrandba7illen， Para一

rauschbrandbazillenに封ずる護育抑制作用を橡し，結

局結核菌に些し現在の所最強力にその護育を抑制しう

ることを明にした．

 本試瞼には同時に 3．6－Diamino－10－metbylacridi－

nlUmchlorid u・一bromidをも合せ用ひ比較試験に供し

た．

一雑 報一
       學 位 授 與

金澤醤科大學・に於て昭和16年5月31日附新潟縣白井

萬司・6月25日附石川縣村田三郎・石川縣三輪豊潰，

石川縣勝木建欠，石川縣池田知幸，6月 2β日附石川縣

［ 290L ）


